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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，教職志望学生のためのスタンダードとエビデンスに

基づくティーチング・ポートフォリオ・システムを開発することであった。教職志望学生対象

に，附属学校園における活動や課題意識に関する聞き取り調査を行った結果，教職志望学生は

教員養成初期段階から明確な課題意識を持ちながら積極的に臨床経験科目を履修しており,テ
ィーチング・ポートフォリオ作成，グループ・ディスカッション，オンライン相互評価が重要

であり，エビデンスとしての相互評価の記録によりリフレクションを深めていることがわかっ

た。 
 
研究成果の概要（英文）：A teaching portfolio system for preservice teachers with standards 
and evidence was developed.  Based on interviews with preservice teachers on their 
activities of fieldworks at demonstration schools and challenges facing preservice teachers 
before and during introductory fieldwork, they participated actively in their fieldworks 
with clear challenges, and they deepened reflection with teaching portfolio development, 
group discussion, and online peer assessment. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究に関連する国内・国外の研究動向
及び位置づけ 
 中央教育審議会答申「今後の教員養成・免

許制度の在り方について」(H18.7.11)では，
教員として必要な資質能力を確実に身につ
けられる教員養成カリキュラムへの改革が
求められており，新科目「教職実践演習」の
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開設が提言されている。 
①スタンダードに基づく教師教育について 
 教職志望学生が初任者教員としての資質
能力を備えたか判定するためには，それを評
価する観点と学年レベルに応じた到達目標，
すなわち，プロフェッショナル・ティーチン
グ・スタンダード（以下，「スタンダード」）
が必要である。米国では連邦レベル（INTASC
や NBPTS 等）や州レベル（イリノイ州やカ
リフォルニア州等）でスタンダードが設定さ
れ，それに基づいて教員養成と教員免許認
定・更新が行われている。信州大学教育学部
では，INTASC スタンダードの 10 観点を教
育実習関連科目に適用することが，教職志望
学生による自己の教育臨床経験の省察に有
効であることを実証してきた（『教科教育学
研究』第 21 集・第 22 集）。しかし，教員採
用試験の際に求められる教師像に挙げられ
る「教育に対する情熱や使命感」のような観
点は，米国のスタンダードには含まれず，日
本の教員養成に適したスタンダードの開発
と導入が求められる。 
②エビデンスに基づく教師教育について 
 日本のこれまでの教職課程では，どの科目
を何単位履修したかで教員免許が授与され
る資格となった。しかし，中教審答申で「教
職実践演習」新設や教員免許更新制導入が提
言されているように，これからの教員免許認
定・更新では，教職志望学生や現職教員が児
童・生徒のために実際に何ができるのか，ス
タンダードの観点ごとに客観的なエビデン
ス（証拠物）を示しながら教員の資質能力が
身についていることを証明する必要がある。
教員の資質能力を端的に示すエビデンスは
何か（例えば，授業のビデオ［全体，一場面］，
学習指導案，授業研究会での発言，実践論文
等）明らかにすることで，必要な資質能力を
有しているかの評価が可能になる。 
③教師教育におけるティーチング・ポートフ
ォリオの活用について 
 教職志望学生が身に付けてきた資質能力
が統合されているかどうか判断するために
は，大学４年間または学部・大学院での６年
間を通した「学びの履歴」の管理の方法とし
てのティーチング・ポートフォリオが有効で
ある。米国では教員免許申請時に単位修得証
明書と合わせて，スタンダード準拠のティー
チング・ポートフォリオを提出することで教
員としての資質能力を証明している。そして，
TaskStream や LiveText のような商用ティ
ーチング・ポートフォリオが広く導入されて
いる。日本においても，エビデンスを示しな
がらスタンダードを満たしていることを証
明できるティーチング・ポートフォリオ・シ
ステムを開発と運用が必要である。 
 
２．研究の目的 

 本研究の目的は，教員として必要な専門的
資質能力を身につけつつある教職志望学生
のための，スタンダードとエビデンスに基づ
くティーチング・ポートフォリオ・システム
を開発することである。 
 そこで本研究では具体的に次の点につい
て明らかにする。 
(1) スタンダード：教員養成初期段階と教育
実習で身につけるべき資質能力と到達目標
は何か？ 

 研究代表者が担当する「教育臨床基礎」
（１年次）や「教育実習」（３・４年次）
では，教職志望学生は，教員として必要と
される資質能力のうち，どのような観点に
ついてどのレベルまで到達することが必
要かを実証的に明らかにする。いわば，教
員養成版“学習指導要領”の設定である。 

(2) エビデンス：教職志望学生が身につけた
資質能力の到達状況を示す証拠物は何か？ 

 教員養成初期段階の学生や教育実習生
は，自己の教育臨床経験の成果を示すため
に何を蓄積すれば効果的なのか，そしてそ
のエビデンスを他者（学生仲間，大学教員，
附属学校指導教員）はどのように評価する
のか，すなわちそのエビデンスは学生の資
質能力を反映しているのかを明らかにす
る。 

(3) ティーチング・ポートフォリオ：スタン
ダード準拠でエビデンスを提示可能なシス
テムは？ 

 上記(1)と(2)の成果を取り込んだティー
チング・ポートフォリオ・システムを開発
する。そして，信州大学教育学部における
教員養成に活用し，スタンダードとエビデ
ンスに基づく本システムが教職志望学生
の資質能力の形成・向上にどのような効果
をもたらしたかを明らかにする。 

 
３．研究の方法 
(1) 教職志望学生のエビデンスとして蓄積
可能な要素の抽出 

 教育学部１年次生「教育臨床基礎」受講
生や３年次生「教育実習事前・事後指導」
受講生から特定の学生を取り上げて，信州
大学教育学部附属松本学校園における活
動を追跡・記録し，教職志望学生が身につ
けつつある資質能力を証明するエビデン
スとしてティーチング・ポートフォリオ中
に蓄積できる要素を抽出する。 

(2) 教職志望学生が身につけた資質能力と
教員養成カリキュラムとの関連性の検討 

 教育学部におけるどのような活動（授業
科目，体験的活動，大学外での活動，等）
が学生の資質能力の獲得に効果的であっ
たかを明らかにするために，①で取り上げ
た学生を対象に半構造化面接を行い，その
プロトコルと学生の活動記録を質的に分



 

 

析する。 
(3) 諸外国や日本で利用されているスタン
ダード（全国レベル・地方レベル・大学レベ
ル）の収集と分析 

 諸外国，例えば米国で作成されている連
邦レベル（INTASC や NBPTS）や州レベル（イ
リノイ州の場合は Illinois Professional 
Teaching Standards）のスタンダードや日
本で開発されつつあるスタンダードを収
集する。また，スタンダードに基づくティ
ーチング・ポートフォリオを導入している
大学等を訪問し，スタンダード適用上の利
点と課題について聞き取り調査する。 

(4) 教員養成におけるティーチング・ポート
フォリオの活用に関する資料収集 

 ティーチング・ポートフォリオに組み込
むべきエビデンスを検討するために，諸外
国の教員養成段階におけるWebポートフォ
リオの実践やそれらを支える理論研究に
関する文献・資料を収集する。 

(5) ディジタル・ティーチング・ポートフォ
リオ用サーバの構築と運用 

 信州大学教育学部附属教育実践総合セ
ンター内に，ポートフォリオ用サーバ
（Windows Server 2003 をベースとする）
を設置し，エビデンスを蓄積し発信するサ
ーバとしての安定的に運用する。 

(6) ポートフォリオ自己評価・相互評価シス
テムの検討と導入 

 「教育臨床基礎」や「教育実習事前・事
後指導」の受講生が自己の資質能力を自己
評価・相互評価できるシステムをポートフ
ォリオに組み込み，自己課題を客観的に同
定して互いの成長過程を評価し合う仕組
みを構築する。 

(7) 国内外の学会における情報収集と研究
成果発表による意見交換 

 国内学会や国際学会に参加し，日本国内
及び諸外国の教育工学・教師教育研究者と
の交流を通して情報収集を進めることと
合わせて，これまでの成果を発表して意見
交換する。 

 
４．研究成果 
(1) 教職志望学生の成長のエビデンスとし
て蓄積可能な要素を抽出するために，信州大
学教育学部１年次生「教育臨床基礎」及び３
年次生「教育実習事前・事後指導」の受講生
から特定の学生を取り上げて，附属学校園に
おける活動や課題意識に関する聞き取り調
査を行った。その結果，教職志望学生は，教
員養成初期段階から明確な課題意識を持ち
ながら積極的に臨床経験科目を履修してお
り,ティーチング・ポートフォリオの作成に
加えて，グループ・ディスカッションやオン
ライン・コメント等の相互評価が重要であり，
エビデンスとしての相互評価の記録により

リフレクションを深めることができること
がわかった。 
(2) 諸外国の教員養成・教員研修におけるス
タンダードに関する情報を収集し分析した。
全米レベルの Interstate New Teacher 
Assessment and Support Consortium 
(INTASC)や National Board for Professional 
Teaching Standards (NBPTS)のスタンダード，
州レベルの Illinois Professional Teaching 
Standards（イリノイ州）など米国で作成さ
れているスタンダードを中心に収集し分析
した。また，英国で Training and Development 
Agency for Schools が作成している
Professional Standards for Qualified 
Teacher Status and Requirements for 
Initial Teacher Training やオーストラリア
でAustralian Science Teachers Association 
(ASTA)が作成している National 
Professional Standards for Highly 
Accomplished Teachers of Science 等を収集
した。合わせて，米国で作成されている NCATE
や TEAC 等の教員養成機関認証のためのスタ
ンダードや，Teacher Librarian や School 
Librarian のような司書教諭あるいは学校司
書のためのスタンダードの収集した。 
(3) 日本の教員養成・教員研修におけるスタ
ンダード（鳴門教育大，上越教育大，奈良教
育大，福島大，横浜国立大等）を収集し分析
した。その結果，日本国内の教員スタンダー
ドは，学部４年間や専門職大学院２年間の段
階ごとに設定しているもの，養成段階だけで
はなく研修段階までを包括しているもの,平
成 22 年度入学生から必修の「教職実践演習」
を意識しているもの，到達目標に加えてその
確認指標も提示しているもの等,各大学で特
色あるスタンダードを開発しており,それに
対応した教員養成カリキュラムを展開して
いることがわかった。 
(4) 国内外の教員養成・教員研修におけるテ
ィーチング・ポートフォリオの活用に関する
文献や情報を収集した。コンピュータ教育利
用学会(AACE)主催の ED-MEDIA，E-Learn，SITE，
IADIS 主催の WBC，国内では，日本教育工学
会全国大会等における研究発表やワークシ
ョップに参加し，情報通信技術を活用した教
師教育，特にディジタル・ティーチング・ポ
ートフォリオの活用と課題に関する情報収
集を行った。 
(5) ディジタル・ティーチング・ポートフォ
リオ用サーバの構築と運用を行った。信州大
学教育学部附属教育実践総合センター内に，
Windows Server 2003 ベースのポートフォリ
オ用サーバを設置し，エビデンスを蓄積し発
信するサーバとしての安定的に運用するよ
うにした。また，同サーバ上で動作するポー
トフォリオ・システムに，ポートフォリオ自
己評価・相互評価システムを組み込み，教職



 

 

志望学生が自己課題を客観的に同定して互
いの成長過程を評価し合う仕組みを構築し
て提供した。 
(6) 本研究課題に関連して，コンピュータ教
育利用学会(AACE)主催の ED-MEDIA，E-Learn，
SITE，IADIS 主催の WBC，情報科学技術フォ
ーラム，日本教育工学会全国大会，日本科学
教育学会年会，日本教師教育学会大会，日本
教育大学協会研究集会等において研究発表
を行った。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 14 件） 
① 谷塚光典・東原義訓 「教員養成初期段階

の学生のティーチング・ポートフォリオの
テキストマイニング分析：INTASC 観点
『コミュニケーション』に関するリフレク
ションの記述から」．『日本教育工学会論文
誌』第 33 巻（Suppl.号），査読有，2009
年，pp.153-156. 

② 谷塚光典 「教員養成初期段階の臨床経験
科目における学生の課題意識－INTASC
スタンダードによる分析を通して－」．『日
本教師教育学会年報』第 18 号，査読有，
2009 年，pp.118-127. 

③ Shimada Nozomi, Yatsuka Mitsunori, 
Higashibara Yoshinori 「An Effective 
Application of HDTV-based 
Videoconference System for Inservice 
Teachers’ Lesson Study in A Graduate 
School of Education」．Theo Bastiaens, 
Jon Dron, Cindy Xin (Eds.), Proceedings 
of E-Learn 2009: 14th World Conference 
on E-Learning in Corporate, 
Government, Health Care, & Higher 
Education，査読無（発表は審査有），2009
年，pp.3696-3701. 

④ 谷塚光典・東原義訓 「教育実習 Web ポ
ートフォリオにみるリフレクションの特
質－テキストマイニング手法による教科
間の違いの分析－（課題研究「e ポートフ
ォリオ－初等教育から高等教育まで－」）」．
『日本教育工学会第 25 回大会講演論文
集』，査読無，2009 年，pp.145-148. 

⑤ 谷塚光典・三崎隆・東原義訓 「理科教育
実習生による教科内容とコミュニケーシ
ョンに関するリフレクション－ティーチ
ング・ポートフォリオの分析から－」．『日
本科学教育学会第 33 回年会論文集』（日本
科学教育学会），査読無，2009 年，
pp.325-326. 

⑥ 谷塚光典・安達仁美・宮島哲也・酒井邦明・
山口隆志 「『教育臨床基礎』における教
員養成初期段階の学生の活動の姿－附属

松本小学校「遠足引率補助」を中心に－」，
『平成 20 年度信州大学教育学部 学部・
附属共同研究報告書』（信州大学教育学部），
査読無，2009 年，pp.85-91． 

⑦ 谷塚光典・竹島大悟・島田希・東原義訓 
「テレビ会議システムによる遠隔授業研
究の効果と課題」．『日本教育工学会研究報
告集』（日本教育工学会）JSET09-1，査読
無，2009 年，pp.267-272． 

⑧ 土井進・谷塚光典 「教員養成初期段階を
中心とした教員スタンダードの開発－信
州大学教育学部における臨床経験科目の
体系化を目指して－」．『日本教師教育学会
第 18 回研究大会要旨集』（日本教師教育学
会），査読無，2008 年，pp.72-73. 

⑨ 谷塚光典・東原義訓 「テキストマイニン
グによるティーチングポートフォリオ分
析の試み－教員養成初期段階の学生のリ
フレクションの特質－」．『日本教育工学会
第 24 回大会講演論文集』（日本教育工学
会），査読無，2008 年，pp.253-254. 

⑩ Shimada Nozomi, Yatsuka Mitsunori, 
Higashibara Yoshinori 「Lesson Study 
with Easy-to-use HDTV-based 
Videoconference System in A Graduate 
School of Education」．Joseph Luca and 
Edgar R. Weippl (Eds.), Proceedings of 
ED-MEDIA 2008: 20th World 
Conference on Educational Multimedia, 
Hypermedia and Telecommunications，
査読無（発表は審査有），2008 年，
pp.2200-2204. 

⑪ Osawa Mai, Sakai Hideki, Takahashi 
Wataru, Yatsuka Mitsunori 
「Evaluating Professional Development 
Seminars for English Teachers with 
Professional Teaching Standards and 
Electronic Portfolios」， Karen McFerrin, 
Roberta Weber, Roger Carlsen and Dee 
Anna Willis (Eds.), Proceedings of 
SITE2008: Society for Information 
Technology and Teacher Education 19th 
International Conference，査読無（発表
は審査有），2008 年，pp.117-121． 

⑫ 谷塚光典・東原義訓 「臨床経験科目によ
る教員養成初期段階の学生の成長と課題
意識－ティーチングポートフォリオの分
析から－」．『日本教育工学会第 23 回大会
講演論文集』（日本教育工学会），査読無，
2007 年，pp.213-214. 

⑬ 東原義訓・谷塚光典・三宅直樹 「ティー
チングポートフォリオシステム"STEPS"
の作成機能の設計」．『日本教育工学会第 23
回大会講演論文集』（日本教育工学会），査
読無，2007 年，pp.691-692. 

⑭ Higashibara Yoshinori, Murase 
Masatsugu, Yatsuka Mitsunori 



 

 

「Curriculum Reform on ICT Courses 
for Preservice Teachers at Shinshu 
University with New Educational 
Technology Standards for Teachers in 
Japan」，Craig Montgomerie and Jane 
Seale (Eds.), Proceedings of ED-MEDIA 
2007: 19th World Conference on 
Educational Multimedia, Hypermedia 
and Telecommunications，査読無（発表
は審査有），2007 年，pp.2239-2243． 

 
〔学会発表〕（計 18 件） 
① Shimada Nozomi, Yatsuka Mitsunori, 

Higashibara Yoshinori 「An Effective 
Application of HDTV-based 
Videoconference System for Inservice 
Teachers’ Lesson Study in A Graduate 
School of Education」．E-Learn 2009: 
14th World Conference on E-Learning in 
Corporate, Government, Health Care, & 
Higher Education，カナダ・バンクーバー，
2009 年 10 月 28 日． 

② 安達仁美・谷塚光典・宮島哲也・新井重則・
村松晋 「附属学校園における臨床経験科
目に対する学生の課題意識－教員養成初
期段階のティーチング・ポートフォリオの
分析から－」．平成 21 年度日本教育大学協
会研究集会（第 3 分科会「附属学校の意義
と展望」），ホテル北野プラザ「六甲荘」，
2009 年 10 月 17 日． 

③ 谷塚光典 「教員養成初期段階の臨床経験
科目における学生の課題意識の変容とそ
の要因－INTASC スタンダードによる分
析を通して－」（第 8 分科会「教職課程学
生の変容とその把握」）．日本教師教育学会
第 19 回研究大会，弘前大学，2009 年 10
月 4 日． 

④ 谷塚光典・東原義訓 「教育実習 Web ポ
ートフォリオにみるリフレクションの特
質－テキストマイニング手法による教科
間の違いの分析－（課題研究「e ポートフ
ォリオ－初等教育から高等教育まで－」）」．
日本教育工学会第 25 回大会，東京大学，
2009 年 9 月 21 日． 

⑤ 谷塚光典・三崎隆・東原義訓 「理科教育
実習生による教科内容とコミュニケーシ
ョンに関するリフレクション－ティーチ
ング・ポートフォリオの分析から－」．日
本科学教育学会第 33 回年会，同志社女子
大学，2009 年 8 月 25 日． 

⑥ 森下孟・東原義訓・谷塚光典 「STEPS
におけるスタンダード管理機能とエビデ
ンス蓄積・管理機能の開発」．第 11 回 CMS
研究会「CMS と e-Portfolio および一般」，
三重大学，2009 年 5 月 14 日． 

⑦ 谷塚光典・竹島大悟・島田希・東原義訓 
「テレビ会議システムによる遠隔授業研

究の効果と課題」．日本教育工学会研究会
「ICT の教育活用と授業設計」，椙山女学
園大学，2009 年 3 月 7 日． 

⑧ 谷塚光典・東原義訓 「テキストマイニン
グによるティーチングポートフォリオ分
析の試み－教員養成初期段階の学生のリ
フレクションの特質－」．日本教育工学会
第 24 回大会，上越教育大学，2008 年 10
月 11 日． 

⑨ 土井進・谷塚光典 「教員養成初期段階を
中心とした教員スタンダードの開発－信
州大学教育学部における臨床経験科目の
体系化を目指して－」．日本教師教育学会
第 18 回研究大会，工学院大学，2008 年 9
月 14 日． 

⑩ Morishita Takeshi, Higashibara 
Yoshinori, Yatsuka Mitsunori 「School 
Principals' Belief in Daily Publishing of 
Web-based Communities with Content 
Management System」．IADIS 
International Conference: Web Based 
Communities 2008, オランダ・アムステ
ルダム，2008 年 7 月 25 日． 

⑪ Shimada Nozomi, Yatsuka Mitsunori, 
Higashibara Yoshinori 「Lesson Study 
with Easy-to-use HDTV-based 
Videoconference System in A Graduate 
School of Education」．ED-MEDIA 2008: 
19th World Conference on Educational 
Multimedia, Hypermedia and 
Telecommunications，オーストリア・ウ
ィーン，2008 年 7 月 2 日． 

⑫ Osawa Mai, Sakai Hideki, Takahashi 
Wataru, Yatsuka Mitsunori 
「Evaluating Professional Development 
Seminars for English Teachers with 
Professional Teaching Standards and 
Electronic Portfolios」，SITE2008: 
Society for Information Technology and 
Teacher Education 19th International 
Conference，アメリカ・ラスベガス 2008
年 3 月 5 日． 

⑬ 東原義訓・谷塚光典 「教育評価の観点か
らみた CMS とポートフォリオ」（招待講
演）．第 4 回 WebCT 研究会，阿蘇プラザ
ホテル，2007 年 11 月 16 日． 

⑭ 東原義訓・谷塚光典・三宅直樹 「ティー
チングポートフォリオシステム"STEPS"
の作成機能の設計」．日本教育工学会第 23
回大会，早稲田大学，2007 年 9 月 23 日． 

⑮ 谷塚光典・東原義訓 「臨床経験科目によ
る教員養成初期段階の学生の成長と課題
意識－ティーチングポートフォリオの分
析から－」．日本教育工学会第 23 回大会，
早稲田大学，2007 年 9 月 22 日． 

⑯ 谷塚光典 「教員スタンダードに基づくテ
ィーチング・ポートフォリオの作成－信州



 

 

大学での INTASC の活用－」（パネルディ
スカッション「教員養成と教員研修」）．第
71 回国立大学教育実践研究関連センター
協議会，埼玉大学，2007 年 9 月 21 日． 

⑰ 東原義訓・谷塚光典 「児童・生徒のポー
トフォリオ学習からティーチング・ポート
フォリオまで－システム開発・実践事例・
普及－」（イベント企画「e ポートフォリオ
による新たな教育・学習環境の構築と実
践」における講演）．第 6 回情報科学技術
フォーラム，中京大学，2007 年 9 月 7 日． 

⑱ Higashibara Yoshinori, Murase 
Masatsugu, Yatsuka Mistunori 
「Curriculum Reform on ICT Courses 
for Preservice Teachers at Shinshu 
University with New Educational 
Technology Standards for Teachers in 
Japan」，ED-MEDIA 2007: 19th World 
Conference on Educational Multimedia, 
Hypermedia and Telecommunications，
カナダ・バンクーバー，2007年 6月 26日． 

 
〔その他〕 
ホームページ等 
 http://cert.shinshu-u.ac.jp/ 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
 谷塚 光典（YATSUKA MITSUNORI） 
 信州大学・教育学部・准教授 
 研究者番号：30323231 


